
      平成 30年度 都公連委員部会 第 5回議事録 

 

日 時 平成 30年 8月 22日(水) 14:00-16:00 

場 所 町田市生涯学習センター6階 学習室２ 

出席者 町田市(白崎)、小金井市(菅沼)、昭島市(大澤)、小平市（久米）、日野市(畔上)、 

国分寺市(高塚)、国立市（大井）、福生市(渡部)、狛江市(馬場)、東大和市（新井） 

    事務局町田市（大野、斎藤） 

    ＊欠席者 西東京市(伊尻)・・西東京市公運審審議会と重なったため  

記 録 小金井市(菅沼) 

 

１議事録の確認 全員黙読後、承認。 

２報告事項 

  都公連公民館研究大会 第 3回企画委員会の報告 

３本日の議題 

 （１）第 1回研修会について 

   ・配布資料は、(式次第、先生のレジュメ、質問用紙、アンケート用紙)の 4部とする。 

   ・現状の申し込み状況 

    昭島市７名、国分寺市 7、小平市 6、小金井市９、町田市 11、国立３、福生 7、西東京３、 

    東大和市 0、日野市 0、狛江市 0 

    多摩市１、東村山市 2、目黒区１、調布市５、現状 62名(西東京市を 3 名として計算) 

    ＊加盟市でまだ参加申し込みをしていない市は、早急に申し込みをすること。  

    ＊もう少し、参加者が多いほうが良い、各市で働きかけを。 

    反省会 会費 3500～4000 円、全員参加 

    質問状を早く回収する為、通路はどういう配置になっているかとの質問あり。 

    記録は、小平市担当、要旨をＡ４、2枚くらいでまとめる。講師への質問事項と講師の回答 

もまとめる。 

    質問用紙は手早く回収して、まとめて講師に渡し、同類項をまとめて回答してもらう。 

    講師紹介のうち「憧憬が深い・・・」を 「精通している」または「詳しい」に変更。 

  （２）第 2回研修会について(課題別集会について) 

    ・助言者は、中村先生を予定したが、先生の都合がつかず、前年にお願いした倉持伸江先

生に依頼済み、承認される。 

    ・食事をする時間が短い。当日、仕出し等を取ることができないか、東大和市に相談する。 

    ・時間割、講師のまとめ、事例発表に順序等については、明日(8 月 23 日)、助言者の倉持

先生と相談する。 

    ・事例発表 3件とする。 

・昨年の反省より、8名×5グループ、40 名ぐらいに抑えることとし、できるだけ広めの会

場を次回の企画委員会に提案する。もし、希望者が多い時は、再度検討。 

・各市の事例の説明 



 東大和市 公民館館長の指示で、今回はなし。 

 昭島市  人形劇サークル「どんぐり」マジッククラブ「遊」 

 小平市  「すずき花カフェー」 

 日野市  今回はなし。 

 国分寺市 恋ヶ窪公民館・防災タンポポ・「託児付き子育て防災教室」 

 国立市  5件の事例紹介あり 絆の会等 

 福生市  小野さん「男の台所」、リコーダークラブ、くまこ囃子連 

 狛江市  今回はなし。 

 小金井市 10件の事例説明、小金井游パーク(公民館講座女性学級の受講者が立ち上げ) 

 西東京市 TOMOPO・・・引きこもりの子供を抱える親たちの立ち上げた 

 町田市  事例 1、2紹介 

・上記の中から、多数の意見により以下のものが、推薦された 

 決定 ・西東京市 TOMOPO 

    ・国分寺市 防災タンポポ 

 後は、以下の 3つのうちから、倉持先生の意見も入れて、決める。 

    ・国立市  絆の会 

    ・町田市  事例 2 講座受講後から立ち上げたサークル活動の一例 

    ・小金井市 小金井子ども游パーク  

   ・開催内容のページ 文言の修正 どのように補完しているかを検討する。 

・ポスターの活用などの意見あり 

 ４情報交換 

    ・過去 10年の公運審からの答申・提言等のまとめ(案)について 

    ・ハンドブックの欄 国立市、西東京市、空欄とする。 

     国分寺市 追加事項あり、早急に事務局に連絡すること。 

     狛江市  来年答申が出るがとの質問に対し、来年答申分は、記載しない。 

    ・次回は、前に各市が配布した、公運審の審議会での議題内容について報告する。  

   


